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• 
という言葉は，ある英英辞典によれば，















































01 Ed叫cation(邦訳『教育の適切性j)の中の第7節 TheRelevance 彼の著 TんeRe'tevα九ce
forces) 
Skill of Relevanceから部分的に引用したEがら述べておζ う。
わたしたちの世界を構成している諸力 (the






































































































































































































the midline)次々と与えられる数個の物を手に入れる乙と一多数のI a.体の中線で (at
b.重みがあって移動できる透明なフタを持ち上げて，欲しいおもちゃを取り上げ物に関する制御，
c .衝立の後ろに置かれてしまった物をとろうとして手を伸ばるζ と一両手の相互補促的な使用.
d .大きな物を片手に持reaching)， すこと一回り道をして手を伸ばし到達する乙と (detour
それに付着しているすばらしい物を他方の手で取る ζとができる ζ と一力を入れた握り方と正ち，


































































































































て~ (Beyo九dthe 1πformat io九Give九〉という一冊の本に編集したJ.M. アングリン
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るということは，種々の構成要素的技能のヒエラルヒーを組み立てる ζ とだと考える ζ とができる」
@が，乙の場合，ブルーナーは「行動 (action)を導びいたり修正したりする ζ とは， 全体的な目
標K対して，機成要素的諸行為 (acts)が適しているかどうかを検証する不断の課題分析 (t ask 































































































(認in Cogn三tt;v e Gγowth ーナーのいう乙の経験様式は，すでに 1966年出版の共著Studies
representation) of forms 知成長の諸研究)(@で，認知発達における 3つの表象形式(three
3つの経験様式(three として，動作的表象，心像的表象，記号的表象を示したことに対応していて，
action) として位置づけられている。すなわち，直接行動(directexperience) of modes 
sys tems)の8つである。と乙ろで，すべての動物が偶モデルCmodels)，記号体系 (symbolic
experience)から学ぶ ζ と，霊長類が大人の行動の観察(observati∞) 発的経験(contingent

















by d 0 i ng) "しかた， (2)，ま電電一致察による学習であり f (1)は“なすことによって学ぶ(learning
することによって学ぶ(learningby matching)"しかた， (8)は“教えられるととによって学ぶ
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conf igurat i 00) ，さらに彼女の独得の徹母親の心臓の鼓動，顔および特lと両方の自の視覚的配置 (visualく，
笑，彼女の音声および話す速度の音韻論的特徴などの非常に豊かな releaser・(解発刺激)を，人間の大人(母親
やそれに代わる人)から与えられ，その刺激に基礎づけられて，幼児の内部の生得的伝既製品的初期の反応体制は，
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ゆっくりと，吸う乙とと見る ζ ととをつづける時間量が泊してきますJ(PP. 85-86)と。
@ J・8・ブルーナー著f幼児の認知成長過程j平光昭久訳，繁明書風 1971. P.86・
@ 同上書. p. 86. @ 同上書，pp. 86 - 37. 
@ Bruner， J.B.， “Organization of Early Skilled Action，"P. 2・
@ Ibid.， P.4. 
@ BrUDer， J. S.， “Pattern8 of Orowt.b"，An Inaugural Lecture del ivered before the University 
of O.l(ord OD 25 May 1978， O.lford at the Clarendon Press，1974， P.4. 
@ Ibid.，P.4・⑪ Ibid.，P.8・@1 b i d.， p. S. 
o IstwertとBo11 we r tとについては・前掲'のBrune r， Bt:yond the 1 nform必ずonGtven，の pp.249 -
2ωで，ブルーナーがベルンシコタイン自身の著書， Bernstein，N・A.，The Coordピ仰がonand R~!J.Ú必ず侃
01ルvemem， London : P tr SUmon， 1967から引用した健所がゐるので多照されたL、が.そこにおいて.lstwert
は thelaetual yaloe. (事実値〉または討18t in fact resul ted (実際民生じた乙と)であり t 1 wと略
記されており. 80 ll..e r t は thereguired value8 (必要健)または whatW8S intended (意図された乙と)







Corrections 5 1/ ムw&code r I、
¥ u 
6 2 Sw 4 
&gul ator Contorol 
、
Comparator / 
e 1 emen t 
/ 1¥1 T、
Contorof 、 Iw レ
Energy、 Motor 、
〆 effector / 3 
Receptor 
/ ト、
¥ Wo r k in g 0 r g a ~ 
/ instrument~ object 
5・・・記録器4・・・比較測定器，8・・・受容器，





















日Patternsof Growth "， P.9. Bruner， J.S.， ⑬ 
Ibid.， p. 9. @ Ibid.， p.10. @ Ibid.， p. 10. @ Ibi d.， p.9. @ 
Ibid.， p.11. @ 
01 son， D・R.，and Brun er， J・S.，"Lea rn i ng th rough E玄per i enc e and Lea rn ing th rough Med ia" @ 



























































Activities or Experiences 
t re e 
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Techpological Categories of Behavior 










extracted may be 
. 
Skills Knowl edge 
??????? ??
??????。??????2 S 1もt1 ng ch a i r 
- Structured enVlnonments 




(instructional) 、describing ••• 
n f orma t i on 
Extractien drawing 
???
toy - Educat ional locomotive o b j ec t s 
- Automatixing devices 



















-Pr in t Communi cat i on 
Symbo 1 i c/ - Drawings 
- Diagrams 
-Models 
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